（別紙１）
予算要求資料
平成25年度9月補正予算　　　支出科目　款：教育費　　項：教育総務費　　目：教育指導費
	事業名: 学力向上総合推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　教育委員会　学校支援課　教科教育係　電話番号：058-272-1111（内3696）

　　　　　　E-mail：c17782@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　 補正要求額：　126 千円

（現計予算額：　9,318 千円　　　補正後予算額：　9,444 千円）

	要求内容


	１　要求の内容


平成23年度から、科学好きのすそ野を広げ、未知の分野に挑戦する探究心や創造性に優れた人材を育成するために、高校生を対象とした「科学の甲子園」全国大会が開催されており、その岐阜県代表を選考するための岐阜県大会を実施している。

今年度から中学生を対象とした「科学の甲子園ジュニア」全国大会が新規で開催されることとなり、その岐阜県代表を選考するための岐阜県大会を実施する。
	２　所要経費


〔「科学の甲子園ジュニア」岐阜県大会実施に伴う増額〕

・個性伸長推進事業　　　　　　　　　　　　　　　　　１２６千円

・「科学の甲子園ジュニア」岐阜県大会　　　　　　　 （１２６千円）
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金
負担金
	使用料
手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	現計
予算額
	9,318
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	9,318

	補正
要求額
	126
	0
	0
	0
	0
	0
	94
	0
	32

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（別紙２）
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
新学習指導要領の趣旨を実現し、児童生徒に確かな学力を身に付けさせるために、学力を「基礎的な知識・技能」、「知識・技能を活用して課題を解決するための思考力・判断力・表現力」、「自ら学ぶ意欲や態度」と捉え、一人一人の学力向上に努めます。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	一人一人の児童生徒の確かな学力を育成するために、多様な個性の伸長を図るとともに、全教科において取り組む事業であるため、特定の指標を設定し、達成度を示すことにそぐわない。


（平成25年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
・授業改善アクションプランの各委員会の開催（高特１６委員会、小中１０委員会）

・ステップアップカリキュラム研究開発推進事業（研究指定校２校、調査協力校４校）

・個性伸長事業の実施

算数数学セミナー、小・中学生図書館サミット、中学生英語スピーチコンテスト、「科学の甲子園」及び「科学の甲子園ジュニア」岐阜県大会、


（平成25年度の成果）

	・平成25年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
・授業改善アクションプランにより、各教科において実践研究の成果（実践事例、学期末評価問題）をまとめ、ホームページに公開することで、県内の各学校における授業改善を図っている。

・個性伸長事業により、優れた学力を伸ばすためのセミナー、コンテストを開催することで、児童生徒の興味・関心を高め、優れた学力の伸長を図っている。

・ステップアップカリキュラム研究開発推進事業により、生徒の義務教育段階の学習内容の確実な定着と高等学校の学習への円滑な接続を図っている。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	新学習指導要領が実施されるに当たり、確かな学力を身に付けさせるための指導方法と教材の研究や、児童生徒の興味・関心や優れた能力を一層引き伸ばすセミナーやコンテスト及び研究校を指定した授業改善の必要性は非常に高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	・授業改善アクションプランでは、各教科において実践研究の成果が有効に活用され、授業改善が図られている。

・個性伸長事業によるセミナーやコンテストに多くの児童生徒が参加し、日頃の学習の成果や探究の成果を発表する場が提供されている。

・ステップアップカリキュラム研究開発推進事業により、生徒の義務教育段階の学習内容の定着が図られ、学習意欲の向上がみられる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)
○

	県内教育事務所や公立高等学校等と情報交換・情報共有を密にし、密接な連携を図りながら事業の実施を行っていることもあり、事業の効率化が図られている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
確かな学力を身に付けさせるための指導方法と教材の研究の成果や、興味・関心や優れた能力を一層伸ばすセミナーやコンテストの成果について、全県の教員や児童生徒へ普及を図り、一層の改善を進める必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
新学習指導要領の趣旨を実現し、県内全ての児童生徒の学力の育成を支援する研究や実践を積み上げていくことは喫緊かつ重要な課題であり、引き続きこれまでの成果の活用による学力向上に向けた事業の推進が必要である。


